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 妊婦の健康診査の公費負担
14回に拡大せよ！

　12 月議会では、市から提案された「妊婦健康診査費の増額、習志野台東図書館入り口交差点の

改良工事、松が丘バス通りの道路整備の促進、西海神小学校建て替え設計費」などの一般会計補正

予算、産科医療保障制度創設に伴う病院事業条例改正などについて質問した。

　また、宅地課長収賄容疑逮捕の行政報告に対する質問。習志野基地演習場への新火薬庫設置に対

する緊急質問、市長給料を削減する条例改正に対する質問を行なった。

　妊婦健康診査の公費助成拡大は、子育て世代

の負担軽減という、子育て支援策であるととも

に、妊婦をより安全な分娩に導くための母子保

健確保の重要な対策である。

　また、社会問題になっている妊婦の病院タラ

イ回しを防止するためにも必要であり、都内の

殆どの区では妊婦の健康診査の公費助成回数を

14回に拡大している。県内でもすでに14回に拡

大した自治体もある。

　国も 14 回の公費負担が望ましいとして、第２

次補正予算で 22 年度までの財政措置を講じよう

としている。

　船橋市においても新年度、妊婦健康診査の公

費助成回数を 14 回に拡大するよう求めた。

　市長から「県内統一して取り組みたい。県内
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市町村と協議しながら、拡大に向け努したい」

と前向きな答弁があった。

　さらに予算委員会では、「市長は県市長会の

会長でもあり、来年度県下一斉に公費拡大が実

現するよう努力すべき」と質問。市長から「努

力したいと」と答弁があった。


